
37 SPring-8 Information／Vol.3 No.3  MAY  1998

WORKSHOP  AND  COMMITTEE  REPORT

放射光利用研究者の期待を担った第3世代の放射
光リングもいよいよ本格的に稼働を始め、その第1
回目のシンポジウムが3月17日から3日間西播磨の研
究支援センターで開催された。
初日は加速器やビームラインの立ち上げを担当し

た人たちから、現状と今後の予定などについて全般
的な説明があった。次々と登壇する担当者たちが皆
若く元気あふれ、自分たちの仕事に自信と誇りをも
って取り組んでいる様子が伝わって、新しい世代の
施設の立ち上げにふさわしい雰囲気であった。これ
ら担当者の並々ならぬ熱意と努力のおかげで、先行
したESRFの立ち上げ時よりかなり短かい時間で、
電子の入射から蓄積リングの運転、さらには放射光
のハッチへの導入までこぎつけられたのだと、改め
て感じさせられた。蓄積リングはその後さまざまな
調整を経て、第3世代にふさわしい、ほぼ設計通り
の性能が出始めていることはユーザー側としても大
変うれしいことである。
2日目は先行した10本のビームラインにおける、

利用実験の成果報告が行われた。当然ながらまだ装
置の立ち上げ段階のグループがほとんどで、科学的
な成果があがっているグループはごく限られてい
た。しかしBL04の地球科学グループのように、す
でにその成果がScience誌にも発表され、SPring-8に
おける最初の成果として新聞紙上をにぎわしたもの
もあり、早くもSPring-8の威力の片鱗をうかがわせ
るものであった。地球科学グループの実験は、20万
気圧を越す超高圧下で1500℃以上に加熱した試料に
偏向電磁石からの白色Ｘ線を照射し、粉末Ｘ線回折
を行ったもので、Ｘ線の光学系としては比較的単純
なこともあり順調に本番の実験にこぎつけられた。
しかしそこに至るまでには、SPring-8側の担当者の
献身的な努力と、国内の多くの研究グループの協力
体制があって、装置の設計や立ち上げ、予備実験な
どが行われてきた。今回の成果はそれらの努力が早
くも実ったものとして、大変喜ばしいものである。

このように蓄積リングからの光を直接使う実験は予
期したとおりの強い光を得て実験もほぼ順調に進ん
でいるが、ミラーやモノクロメータなど多くの光学
素子を使って単色化や集光を行っているグループか
らは、現時点では必ずしも期待したとおりの強い光
は得られていないという報告もあった。SPring-8が
国際的なレベルで真に魅力的な施設となり、すばら
しい成果が出るか否かは、ひとえに各々の装置に最
終的に到達する光の質によって決まる。従来にない
エネルギーや強度を持った放射光を照射するわけで
あるから、技術的に新たな問題が出てくるのは当然
であり、それらの問題が一刻も早く克服できるよう
期待したい。
最終日は今後の建設予定のグループからの報告に

続いて、ビームライン検討委員会からの報告があっ
た。実験ホール内を見るとまだスペースはたくさん
あり、新しい建設計画の余地も十分残っていると思
っていたのが、現在空いているスペースの多くはす
でに建設予定が決まっており、まだ白紙状態の場所
はわずか10本程度しか残っていないとの報告は意外
であった。今後残されたスペースを確保して新しい
実験を始めるためには、よほど説得力のある計画を
提示しなければいけないであろう。最後に、課題採
択やユーザー支援体制などの現状報告と今後の方針
などが紹介された。これらはユーザーにとっては実
験のしやすさを左右するきわめて重要な問題だけ
に、活発に意見や要望も出され、3日間にわたる第1
回目のシンポジウムは無事終了した。
シンポジウムの全体的な印象としては、全く新し
い施設の立ち上げ時期で誰もがまだ試行錯誤を繰り
返している状況だけに、ユーザーが全体の様子を把
握するには大変有意義な集まりであった。ただ今後、
多くの体制がルーチン化してきた場合には、どのよ
うな形のシンポジウムがよいのか、議論が必要なと
ころであろう。ともあれ多くの研究者の期待を担っ
た新しい放射光実験施設は無事離陸をしたようであ
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研究会等報告

世界一の強度を誇る放射光を用いた研究成果と施
設の現状を報告する第1回SPring-8シンポジウムが
多くの関係者の参加を得て去る3月17日cから19日
eにかけて兵庫県立先端科学技術支援センターで京
都教育大の村田隆紀先生を実行委員長として7高輝
度光科学研究センターとSPring-8利用者懇談会の主
催のもと盛大に開催された。
記念すべき第1回のシンポジウムに合わせるかの

ように高温構造物性ビームラインでの地球深部マン
トル不連続面対応の高温高圧Ｘ線観察実験の成果が
「地球のおなかが見えちゃった」などのタイトルで
華々しく新聞報道されシンポジウムの盛り上がりを
煽っていた。
3日間の会期は、施設の現状報告、利用実験成果

報告およびビームライン計画と課題選定についての
報告と盛り沢山の講演があった。また、ユーザーが
最も聞きたい各課題の成果報告はポスターセッショ
ンとして用意されていた。
初日は午後から始まり、村田先生の司会のもと、

はじめにSPring-8利用者懇談会から菊田惺志先生、
7高輝度光科学研究センターから大野英雄先生がそ
れぞれ歓迎のご挨拶を行い、さっそく加速器の現状
報告があった。加速器については近々full稼働に入
ることができるだろうとの報告があり、施設の整備
が予定以上に進行している印象を受けた。ビームラ
インの現状報告では挿入光源の状況、ビームライン
立ち上げ調整、インターロックなどについて詳しい
報告があった。夕方にはSPring-8食堂で懇親会が和
やかに開催された。

翌日は朝から夕方まで各ビームラインの利用実験
成果報告が始まった。ユーザーがもっとも知りたい
ところであり、各ビームラインの責任者を中心に装
置の現状と将来について詳細な報告があった。報告
した責任者の中にはラインあるいは装置の立ち上げ
の問題点とその対策を具体的に指摘され、責任者グ
ループが並々ならぬ苦労をされていることがよく分
かった。これらのラインをこれから利用するユーザ
ーは何らかのお手伝いをする必要がありそうであ
る。
各ラインで得られた具体的な成果についてはポス

ターセッションでデータや解析結果が報告された。
いくつかのラインでは、ラインあるいは装置上の問
題点を克服しつつ、みごとな成果を出しつつあり、
整備が進み、full powerによる稼働状況になった場
合には驚嘆すべき成果が見られそうだとの印象を受
けた。なお、夜には立ち上げ途上ビームラインの報
告もあり、盛り沢山な内容のある充実した一日とな
った。
最終日はビームライン計画と課題選定についの報

告があった。ビームライン計画の報告では将来建設
予定のビームライン、あるいは建設を希望するビー
ムラインの申請のための説明があった。一方、課題
選定の報告ではユーザーがもっとも知りたい課題選
定の審査経過と選定方針について詳しい説明があっ
た。どの放射光利用でも求められているがなぜ
SPring-8を利用するのかを明確に申請書に書く必要
がありそうである。さらにユーザー支援体制につい
ても分かりやすい説明とそれに対する質疑応答があ
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る。今後いかに魅力ある成果が出てくるかは、ハー
ド面での一層の整備と共に、研究者が実験しやすい
環境を作りだすソフト面での充実、そして何よりユ

ーザーの熱意が必要だと感じさせられた3日間であ
った。


